
－農業⾼校のみなさんに⼀⾔
農家出身でも、こんなに早く農業を始めようとは

思っていなかったのですが、就職して人に使われる
よりも自分が主宰者になった方が面白いと卒業後
すぐに就農しました。

農業経営は自由でもあり、自由のきかない職業で
もあります。自分の決めたスケジュールで仕事を進
めることができますが、天候によっては予定どおりに
いかず、スケジュールに振り回されることもあります。

また、経営者として、生産だけでなく、それらを売る
ための営業力が必要です。このためには、いろんな
業種の方と交流を持つことが大事だと感じています。

⾃ら農業経営をしている先輩

農業研修を受ける⽅、
独⽴して農業経営を始める⽅を⽀援する制度

それぞれ詳細な要件があります。また、このほか、農業⽤機械・施設等の導⼊の補助制度、都道府県や
市町村独⾃の⽀援策もあります。詳しくは農林⽔産省のHPをご覧下さい。

○⻘年就農給付⾦ 就農（予定）時に原則45歳未満の⽅が対象！

○⻘年等就農資⾦ 無利⼦融資

農業経営を始めるために必要な機械・施設の購⼊などに必要な資⾦を
無利⼦で貸し付けます。
【貸付限度額】3,700万円 【担保等】実質無担保、無保証⼈
【取扱⾦融機関】（株）⽇本政策⾦融公庫及び沖縄振興開発⾦融公庫

⾃ら農業経営を始める際に、農業を始めてから経営が安定するまで、
最⻑5年間、年間最⼤150万円を給付します。

農業経営は、責任も重く大変な面もありますが、その分、達成感ややりがいも人一倍大きいのが魅力です。
ぜひ、農業にチャレンジして下さい！

http://www.maff.go.jp/j/new_farmer/index.html

都道府県が認める道府県農業⼤学校や先進農家・先進農業法⼈などで研修を受
ける就農希望者に、最⻑2年間、 年間150万円を給付します。

①準備型

②経営開始型

茨城県⽴⽔⼾農業⾼校卒業 ⼩林さん
野菜屋⼤輔、農事組合法⼈那珂アグリス（茨城県）

農業経営者は、責任の重さの分だけ

達成感もやりがいも得られる仕事です。

⾃ら農業経営をしている先輩

森安晃司さんは、岡山県農業大学校で知り合ったかんなさん
と一緒に、「自分達がやりたいように農業をやりたいから、経
営者になるのは当然」と、平成１６年にオルトファームを立ち上
げました。

オルトファームでは、小松菜の施設栽培から始め、チンゲンサ
イ、水稲と規模や作目を拡大しています。

環境保全型農業に取り組んで１２年目。市場、契約栽培、ネッ
ト販売で確実な顧客をつかんでいます。

⼩林⼤輔さんは、⽔⼾農業⾼校から茨城県⽴農業⼤学
校を経て、卒業と同時に就農しました。いわゆる親元就農の
形ですが、新たにブロッコリーやキャベツの栽培をスタートし、
「野菜屋⼤輔」ブランドで販売するなど新たな取組にチャレン
ジしています。
また、平成22年には那珂市の農業後継者クラブの仲間と
ともに「那珂アグリス」という農事組合法⼈を⽴ち上げ、遊休
農地や耕作放棄地を活⽤して、そば・⻨・⼤⾖・ばれいしょの
⽣産・販売を⾏っています。

⼩林さんの就農までの道 農業⼤学校 就農農業⾼校

－農業⾼校や農業⼤学校での思い出は？
高校や農業大学校では、知識や技術だけでなく、広い

視野に立った農業観と経営感覚を学ぶことができました。
高校では、特に、北海道へ農業実習に行ったことが

印象に残っています。
また、農業大学校では、実習や実験など専門的なこと

を学ぶことができました。

自分は農家出身ですが、農家出身でない人や年齢も
さまざまな人が学んでおり、仲間作りの良い場になり
ました。 小林さんが就農後に、「野菜屋大輔」

ブランドを立ち上げ、販売しています

－仲間と⽴ち上げた「那珂アグリス」
農業後継者クラブの仲間で、遊休農地や耕作放棄地の解消などの活動をしていたのですが、平成22年に

これを法人化し、農事組合法人「那珂アグリス」を立ち上げました。現在、副理事を務めています。

運営が軌道に乗り、収益が出るようになったので、経営を拡大していこうと考えています。
このような活動を通じて、新たな雇用を創出し、ひいては茨城県の活性化に貢献したいという思いです。



全国42の道府県が設置する農業⼤学校や⺠間の研修教育機関では、
就農を⽬指す⽅を対象に、農業の技術や経営に関する研修教育を
⾏っています。

道府県農業⼤学校など

⽇本農業経営⼤学校
経営⼒のある⼀流の農業経営者を育成します

農業を⽬指す農業⾼校卒業⽣が、さらに専⾨的に農業を学び、技術⼒や
経営⼒を⾼める場として、各地に農業⼤学校があります。

このほかにも地⽅⾃治体や⺠間が運営する農業教育機関があります。
農業教育機関については、次のサイトを参考にしたり、各都道府県の新規就農相談センター（→裏表紙参照）
にお問い合わせ下さい。

http://www.maff.go.jp/j/keiei/zinzai/kyoiku/kyoiku_syoukai.html

【写真提供】左：埼玉県農業大学校
右：（地独）大阪府立環境農林水産総合研究所農業大学校

平成25年に、⼀般社団法⼈アグリフューチャー
ジャパンが開校した新しい学校です。
東京・品川にあり、産業界、農業界の経営者や
学界の⼀流の講師陣により、経営⼒のある農業
者の育成に取り組んでいます。

専⾨的に農業を学べる学校

⾼校卒業後、さらに農業を学ぶ

（全国農業大学校協議会ＨＰ） http://www.noudaikyo.jp/index.html

（日本農業経営大学校ＨＰ） http://jaiam.afj.or.jp/

公益財団法⼈⽇本農業法⼈協会が実施する農業インターンシップは、⾼校⽣以上の⽅が全国に
約300社ある受⼊農業法⼈で就業体験できる仕組みです。
地域や作物から農業法⼈を選ぶことができます。

【体験期間】 １週間から６週間以内
【費 ⽤】 参加費⽤は無料です（受⼊先までの交通費は⾃⼰負担）
【⾷費・宿泊費】受⼊先が負担します
【宿 泊】 原則として経営者宅、社宅等に住み込みます

農業インターンシップを⾏った⾼校⽣の声

農業インターンシップで、農業という職業を体験してみましょう。
農業という職業が⾃分のイメージと合っているか、農業に適性があるかなどを体験を
通じて確認することができます。農業経営者の話も聞くことができるチャンスです。

北海道の農場で、⼤規模農業、⼤型機械化を体験しました。
最新設備を利⽤していて、感動しました。

有機農業を⼤規模に⾏っていることに驚かされました。
研修⽣の⽅と同じように働かせていただき、就農することの
イメージが出来たのが良かったです。

社内で勉強会などをしており、すばらしいところでした。
社員⼀⼈⼀⼈がとても意識が⾼く驚きました。

鶏のエサ、病気、加⼯など、管理や経営を含めて、
インターンシップを通して学びたいことを学ぶことができました。

農業インターンシップ

農業インターンシップに⾏こう

体験する
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主な問い合わせ先

「就農に関する高校・大学相談窓口」
農林水産省経営局就農・女性課
☎ ０３－６７４４－２１６０
✉

○ 農業法人に就職したい、自分で農業を始め
たい方の相談窓口
全国新規就農相談センター
☎ ０３－６９１０－１１３３

○ 農業インターンシップに参加してみたい方の
相談窓口

（公益社団法人）日本農業法人協会
☎ ０３－６２６８－９５００
✉

○農業高校や大学の生徒・学生、教員の方々等
の就農に関する相談窓口




